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・各自で検温、消毒、手洗い等をお願いします。 

・ピザがまでは密集を避けるよう心掛けましょう。 

・レジャーシートも密を避けるため家族単位でお願いします。 

・熱中症対策の為、十分な距離をとった上でマスクを外したり、水分補給をしましょう。 



＜活動報告＞ 四つ葉サークル（高学年の活動） 

水遊び＆パン食い競争 
日 時：2020 年 8 月 9 日(日) 9：30～11：30 

場 所：船穂コミュニティーセンター  

多目的広場・多目的室 

参加者：子ども 15 人 大人 9人 

 

お天気に恵まれ、絶好の水遊び日和です。 

 

まずは、感染症対策のフェイスガードを作ります。線に

沿って切り込むだけで出来上がり。簡単！簡単！ 

 

さて、フェイスガードをしていざ水遊び・・・ 

 

ところが、乳白色がかったフェイスガードは見えづらく、

走り回るには危険と判断し、やむを得ず着用せずに遊

びました。 

 

 

 

水風船をたくさん作りぶつけ合います。距離をと

り合い、密にならないよう、お互い声をかけあい

ます。 

 

真夏の暑さに、割れる風船が水が気持ちいいで

す。ランダムにぶつけ合ったりチーム戦をしたり、

たくさん用意した水風船はあっという間に無くな

りました。 

 

 

着替えを済ませ、次はパン食い競争。口は使わ

ず、高く持ち上げられたパンを、ジャンプ！して

GET！ 

 

久しぶりに、マスクをつけない、子ども達のニコ

ニコ笑顔が見られて良かったです。 

 

 

 

 



 

 

 



特集  印西市の貴重な自然について  

赤くなくてもアカトンボ？ 森林インストラクター･亀成川を愛する会 小山尚子 

 

その昔「Where is the largest island in Japan?」と英語教師（英国人）に質問されて、

一瞬意味がわからず、「佐渡島だっけ？」と焦った思い出があります。住んでいる本

州は一つの島という認識がなかったのです。その日本で一番大きな島、本州は、古

代、『あきつしま』と呼ばれていました。日本書紀には神武天皇が名付けたとあり、

「あきつ」とは、豊穣や繁栄のシンボルだったトンボのことです。 

 

 

さて、いよいよ、赤とんぼが本番、田んぼでは群れで飛ん

でいるのが見られる季節の到来です。 

 

普通、アカトンボといえば、アキアカネやナツアカネなどア

カネトンボのことを思い出しますよね。アカネトンボと呼ば

れるトンボのうち、印西で見られるのは、アキアカネ、ナツ

アカネ、マイコアカネ、マユタテアカネ、リスアカネなどです。 

 

でも、これらのトンボ、メスはそもそも赤くなりません。オスも

羽化したてのときは、赤くなくて、メスと見分けがつきません。 

 

どうして赤くなるのか、食べもの由来などではなく、他の動

物とは違う仕組み（2012 年に発見）で変化するらしいです。 

 

オスだけが赤くなる理由はまだはっきりわかっていません。 

 

一般にオスが目立つ色になるのは、メスを誘うためですが、

トンボは、オスが強引に結婚するという野蛮な種なので、そ

れも違うようです。 

 

 

 

アカトンボといえば、遠くの山まで避暑に出かける種類

もあり、それがアキアカネです。なぜ、避暑に行くのか、

その理由も実はわかっていないのです。謎いっぱいの

アカトンボですね。 

 

     



赤くはないけど、大きな群れをつくって

旅するトンボもいます。ウスバキトンボと

言って、東南アジアからやってきて、世

代交代をしながら、北へ何千キロと旅

します。電線に 10 センチおきにとまっ

ているのを見たことがありますし、原っ

ぱの空を埋め尽くす大群も見ました。 

 

そのほか、赤くなるトンボで身近に

見られるのが、前回紹介したショウジョ

ウトンボやコノシメトンボです。 

 

 

さて、見分け方を少しだけ。 

 

ナツアカネとアキアカネは、顔色が違います。顔まで赤いの

がナツアカネ、顔は赤くないのがアキアカネです。 

 

 

マユタテアカネは、正面から見て、眉があるように見えます。 

 

マイコアカネは、舞妓さんのようにお化粧していると見立てて

います。 

 

 

 

コノシメトンボは、ノシメトン

ボと同様、羽の先に、黒い

模様がついています。 

 

 

                                                                         

 

（写真は全て亀成川を愛する会より） 

 

劇場 YouTube へ 

 

亀成川ちかくのトンボたちを 

カラーで紹介した動画を見る 

事ができます 



 
オーナーさんがご好意で提供してくださっている自然豊かな森が、 

「ピザがまの森」と呼ばれるようになるまでを、ピザ窯制作から中心的に

携わった父会員に聞きました。 

最終回の今月は、ピザがまの森の今後の展望についても語ります。 

＜ ピザ窯作りを振り返って ＞  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑤ピザ窯の活用 

ピザ窯を使い始めて、５０人以上の

参加者が同時にピザを食べるに

は、一度に４枚以上を焼かないと

間に合わないことがわかりました。

オーナーさんに相談をしたところ、

さっそく L 型鉄製アングルと鉄筋を

組み、焼きたてのピザを食べること

ができるようになったのです。 

 

 

火加減の調整は大変難しいです。焼き始

める１時間前には火を入れて、窯全体を温

めます。２５０度ぐらいを目指して、里山の

薪を使って火を焚き続けます。子ども達も、

火つけ用の小枝や落ち葉を集めてきてくれ

て、一緒にうちわであおぎます。だんだん

薪の投入量を減らしていき、火を安定させ

ることが重要です。途中で薪を追加しなが

ら一定の温度に保つことができれば、窯に

入れて１０分程でピザが焼き上がります。気

を付けないと、ピザにすすがついたり、眉毛

が熱気で焼けてしまったり・・・ピザ窯マスタ

ーになるには幾度の失敗と経験が必要で

すが、みんなが「ピザ美味しいね！」と言っ

てくれるとピザ窯を作ってよかったなと実感

します。 

 



⑥ピザがまの森のグランドデザインとこれから 

ピザがまの森は、野ウサギやキジ

が生息するほど自然が豊富で、

千葉県から教育の森の認定を受

けるほどの貴重な里山です。 

 

子ども達が里山のイメージを持ち

やすいように、グランドデザイン

（全体整備計画）を作りました。ピ

ザがまの森は、そこに描いた通

り、子ども達がのびのび遊び、草

むらでバッタやちょうちょを追いか

け、ランチにはみんなでピザを頬

張ることができる素敵な里山空間

になりました。 

 

 

現在も、オーナーさんが遊歩

道を整備してくださったり遊具

を増やしてくださったり、どん

どん魅力的になっています。

新型コロナウイルス感染が広

がる今は、会員のみんなで集

まってピザパーティをすること

ができない難しい状況ですが、

またピザ窯を囲んで楽しくピザ

を食べることができるようにな

るといいですね！ 

 

⑦最後に 

ピザ窯を作って早８年たちました。当時のお父さ

ん・お母さん達も例外なく年をとり、子ども達の成

長に合わせて土日のピザパーティに参加をする

ことが難しくなりつつあります。ぜひ、次世代を担

うお父さんお母さんがピザ窯に興味を持ってい

ただき、火加減や火の始末をマスターして、ピザ

窯の活用が継続できると嬉しいです。最後に、

いつも子どもや親たちの成長を温かく見守り、多

様な自然活動を行えるフィールドを提供してい

ただいているオーナーさんに感謝して、ピザ窯

制作の振り返りを終えたいと思います。 

 



 

９月 

３ （木） 会費納入日 

５ （土） 理事会 

１０ （木） 会費納入日 

１２ (土) 色水あそび 

２６ （土） ピザがまの森オープンデー 

未定  四つ葉サークル会 

未定  エリンギサークル会 

10月 

１ （木） 会費納入日 

３ （土） 理事会 

８ （木） 会費納入日 

１１ （日） 第一回春交実行委員会 

１８ （日） 子ども☆あそび見本市 

２４ （土） ピザがまの森オープンデー 

未定  四つ葉サークル会 

未定  エリンギサークル会 

 

感染予防のため予定の変更・ 

中止もあります。直近の会員 

メールでの連絡にご注意くだ 

さい。活動参加の際は当日の 

検温をお願いします。少しで 

も体調がすぐれない場合は、 

無理をしないでください。 

 

 

会員数 

９/1現在３５世帯 １０５人 
たくさんお友達が増えるといいね 

～ 里山いんざいの今、昔 ～ 

 

我が家の前には草むらが広がっていて、 

ウサギが跳ね、キジが営巣し、たくさん

の虫たちがやって来ます。成田方面から

は時たま花火が上がり、引き込み線を行

く北総線の音が聞こえてきます。 

来年には我が家の前の草むらも開発され

ることとなりました。おそらく来年の夏

には、ウサギやキジは遠くの林に逃げて

しまうでしょう。新しい家に隠れて花火

も見られないし、引き込み線の音も人の

営みにかき消されてしまいます。 

そんな我が家も、１０年前この草むらに

建てられ新しい営みを始めた存在である

ことを忘れないでいようと思うのです。  

(あ) 


